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2010年7月2日 現在

府省庁等名
『タイトル』

内容
実施日・実施時間

１回あたりの人数等
集合・受付場所

事前登録
の要否

申込締切 項目 申し込み・問い合わせ先
スタンプ
ラリー

『厚生労働省へようこそ！』 １８日（水） 厚生労働省６階 必要 ７月３０日 担当部署 厚生労働省大臣官房総務課広報室広報係 ○

１４：００～１５：４０ 共用第８会議室 (金)まで 〒 100-8916 （両日）

４０人 １４：００までに集合 住所 東京都千代田区霞が関１－２－２　中央合同庁舎第５号館

代表電話番号 03-5253ｰ1111

内線 7141

直通電話番号 03-3595-3040

『薬物乱用防止キャラバンカーが来るよ！』 １８日（水）、１９日（木） 厚生労働省２階講堂 不要 － ＵＲＬ http://www.mhlw.go.jp/

①１０：００～１２：００

②１３：３０～１６：００

１回１５分程度

『職業シミュレーションをしてみよう！』 １８日（水）、１９日（木）

①１０：００～１２：００

②１３：３０～１６：００

１人３０分程度

『お薬の世界』 １８日（水）、１９日（木）

①１０：００～１２：００

②１３：３０～１６：００

『クイズで学ぼう　食の安全』

・クイズを通じて、楽しみながら食の安全について学びます。

『移植ってなんだろう？　～命をつなぐリレー～』

『「１００人でみた日本」「日本の１日」クイズ大会』

『６５年前の夏を体験してみよう』

『あそびの広場においでよ』

【事前予約プログラム申込みの際の注意事項】
○以下の事項を必ず明記の上、７月３０日（金）（必着）までに、申込責任者が往復はがきにて申込先にお申込みください。

   ①個人申込み：郵便番号、住所、本人（子ども）氏名、年齢、引率者氏名、電話番号

   ②団体申込み：団体名、連絡先の郵便番号、住所、電話番号、参加者全員の氏名、年齢、引率者氏名

○また、返信用のはがきに返信先（申込責任者）の郵便番号、住所、氏名をご記入の上、お申し込みください。申込みが多数の場合には、抽選とさせていただきます。

○抽選結果については後日ご連絡いたします。

○プログラム内容については現段階のものであり、大臣等の公務の都合等で変更になる可能性があります。

○子ども見学デーで取得・作成した個人情報は、適切に管理し、その業務目的以外の用途には利用しません。

・パソコンによる職業適性診断システムで未来の仕事のシミュレーションを実施しま
す。

・「めざせ！おくすり博士」
　ゲームを通じて、楽しみながら一般用医薬品の販売制度の内容や、くすりの正しい買
い方や使い方、薬剤師などの専門家のことについて学びます。

・「楽しく学ぼうキッズ献血」
　献血模擬体験を通じて、献血年齢に満たない子どもたちに、献血の仕組みやその重要
性についての理解を深めてもらいます。（参加者には参加証を進呈します。）

・「けつえきのおはなし」
　血液に関するパネル、献血バッグや輸血用血液製剤のダミーを展示します。また、子
供用パンフレットを配布します。
　パネルクイズに挑戦して、血液について学びます。（正解者にはけんけつちゃん鉛筆
を進呈します。）
　けんけつちゃんとの記念撮影を行います。

・臓器移植・骨髄移植・さい帯血移植のことがよく分かる展示やクイズ、ビデオ放映を
行います。

・厚生労働行政に関する「１００人でみた日本」、「日本の１日」について、１日３回
程度時間を決めて職員がクイズを出題します。
　出題したクイズの内容の背景事情・データなどの展示も行います。
　参加者には、「１００人でみた日本」「日本の１日」の見開き資料と“厚生労働博
士”のメダルをプレゼント！

・戦中戦後の人々の苦労や子どもたちのくらしについて、当時の服を実際に着てみる体
験コーナーとその時代の生活用品などの展示や「メンコ」、「あやとり」などの遊びを
とおして６５年前の様子を知ってもらいます。

・児童館や児童クラブなどで実施しているいろいろな「工作あそび」を実際に作って遊
んだり、社会保障審議会で推薦された絵本等を紹介します。

平成２２年度「子ども霞が関見学デー」厚生労働省プログラム一覧表

厚生労働省

・「盲導犬・介助犬・聴導犬とのふれあい」
　身体障害者補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）についての説明や、体験等を通じ、身
体障害者補助犬についての理解を深めてもらいます。

・「厚生労働大臣とお話ししよう！」
　大臣とお話しをして、記念撮影を実施します。

・薬物乱用防止に関する正しい知識を身につけるため、薬物標本、パソコンゲーム、ビ
デオ放映等を実施します。また、見学記念に、デジカメプリントで記念写真を撮影しま
す。
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